
科目名

分野 担当教員

開講時期 講義 実技 演習 実習

時間数 2

学習の到達目標

成績評価の方法と基準

使用テキスト

参考文献

講義計画　
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舟状骨骨折２　（固定法）　アルミ副子

中手骨頸部骨折１　（診察法、整復法）

中手骨頸部骨折２　（固定法）　アルミ副子と包帯

総合評価（まとめ）

舟状骨骨折１　（診察法、整復法）

講義内容

鎖骨骨折１　（診察法、整復法）

鎖骨骨折２　（固定法）　リング固定法と包帯

上腕骨外科頸骨折１（診察法、整復法）

上腕骨外科頸骨折２　（固定法）　ミッデルドルフ三角副子と包帯

上腕骨顆上骨折１　（診察法、整復法）

上腕骨顆上骨折２　（固定法）　クラーメル副子と包帯

前腕両骨骨折１　（診察法、整復法）

第6回～第7回の総復習及び確認テスト

コーレス骨折１　（診察法、整復法）

コーレス骨折２　（固定法）　クラーメル副子と包帯

科目の概要
実技を通して各損傷に対する視診法、問診法、触診法、治療法を体験し、
座学で学んだ知識をより一層高めて将来臨床の場で生かせるようにする。

座学で学んだ知識を臨床に生かすことが出来るように、
各損傷部位の整復法、固定法、後療法を身に付ける。

出席評価、筆記試験

柔道整復学（実技編）

特記事項なし

柔道整復臨床実技Ⅰ

専門分野 馬場　泰行

3学年　1・2学期
単位数
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30 総合評価（まとめ）

第１指MP関節背側脱臼　（診察法、整復法）

第１指MP関節背側脱臼　（固定法）　アルミ副子と包帯

腱板損傷　（診察法）

腱板損傷　（固定法）　包帯と三角巾

上腕二頭筋長頭腱損傷　（診察法）

上腕二頭筋長頭腱損傷　（固定法）　包帯と三角巾

PIP関節背側脱臼　（固定法）　アルミ副子と包帯

肩鎖関節上方脱臼　（診察法、整復法）

肩鎖関節上方脱臼　（固定法）　ロバート・ジョーンズ絆創膏

肩関節脱臼　（診察法、整復法）

肩関節脱臼　（固定法）　厚紙副子と包帯

肘関節脱臼　（診察法、整復法）

肘関節脱臼　（固定法）　クラーメル副子と包帯

PIP関節背側脱臼　（診察法、整復法）


